
１．事業の概要

～

8 款 3 項 1 目

187 河川等整備費

■ 市 ・ □ 国 ・ □ 県 ・ □

■ □ □ □

■ □ □ □

２．コスト （単位：千円）

予算

決算

人職員人件費 3,266 1,369 0 　人工 0.2

一般財源 4,112 5,803

その他

県支出金財
源
内
訳

国庫支出金

地方債

4,112 5,803 普通建設事業費（工事請負費） 5,803

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成２３年度事業費

事業費
3,500 6,000 0 （内訳）

事業の目的
（何のため）

排水路改修を行うことにより、水害防止等、災害に強い排水路として、自然及び生活環境の向上を図る。

内容（概要）
災害復旧による排水路の改修
事業延長 L=400ｍ　（残事業 L=230m）

これまでの改善・
見直しの状況

平成20年度より下流側から順次排水路改修を施工している。

対象（誰のため） 全市民 特定の市民 特定の団体 その他

実施方法 市が直接実施・運営 一部又は全部委託 指定管理 その他（

位置づけ
関連計画

根拠法令 河川法

実施主体 その他

予算区分
一般会計 土木費 河川費 河川費

細事業

中間目標
 （H27)

最終目標
（H32)

いると感じる市民の割合 80% 100%

整備係

総合計画

めざすまちの姿 安全で安心して暮らせるまち

目標 自然災害に備える（防災）

成果指標

防災意識の啓発や防災対策が十分になされて

事業期間 開始年度 平成20 終了予定年度 平成30 担当係

事業番号 99 平成２４年度事業評価シート　（平成23年度事業の評価）

事業名 藤ケ池排水路改修事業 担当課 道路河川課



３．事業の評価

事業の実施状況

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

今後の方向性 排水路改修事業の推進に向けた事業予算計画（事業予算の確保）

A　継続 現行の内容で実施 事業主体 市

判定理由 市民の安全性、利便性を図っていくうえで、継続的整備を進めていく必要がある。

改善点
藤ヶ池からの既設水路と新設水路の接続が完了したことにより、池への土砂流入
を防止した。

効果額
H24-H23
（千円）

自
己
評
価

事業目的の
達成状況

当年度改修区間の工事を完成。

※必要性
事業を廃止・休

止したときの影響

下流にある農業用ため池へ土砂流入が続き、ため池機能が低下する。また、未整備区間の断面不足により出
水時に水位上昇が起き水路法面の崩壊が懸念される。

判定

実
績
・
改
善

平成23度
活動内容

藤ケ池排水路改修事業
豪雨により被災した排水路を整備することで、下流域への水害を防止し周辺環境の向上を図る。
　・工事　施工延長　L=48ｍ

課題・問題点
となった事項

被災により流出土砂がため池に流入し、池の機能低下につながった。

どう対処したか 土砂溜設置による流入防止、及び直接雨水等を池に流入させない構造による防止対策

100%工事完了活
動
指
標

内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 達成率

排水路改修工事
計画区間の工事完了


